
■ブルガリア：コズロドイ 5号機、30年間の延長運転へ 

2016年 10月 25日付の報道によると、エネルギー省はコズロドイ原子力発電所 5号機（ロ

シア型加圧水型原子炉、100万 kW）の運転期間について、30年間の延長が可能であると

いう見解を示した。コズロドイ 5号機は 1987年に運開し、運転許可は 2016年 10月末ま

でとなっている。政府は運転延長の可否について、露ロスエネルゴアトムと仏 EDF に原

子炉の分析作業を委託していた。今後、原子力規制局の承認を得た上で、運転延長が決定

されると見られる。同発電所は国内唯一の原子力発電所で、国内の電力量の約 33%を供給

している。6 号機も運転されており、運転許可は 2019 年 10月までとなっている。 

 


